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研究成果の概要（和文）：　本研究はインドネシア共和国、スラウェシ島に分布する非フィリピン系の言語を特
に系統上の問題から研究を行ったものである。フィリピン系の言語と非フィリピン系の言語の境界は、スラウェ
シ島北部のゴロンタロ・モンゴンドウ語群とトミニ・トリトリ語群の間に引かれていた。本研究が始まってか
ら、SILの基準が変更されたため、本研究は期間を一年延長し、全スラウェシの語群を対象に、非フィリピン系
とフィリピン系の弁別基準を研究することとなった。研究成果は研究代表者の国際学会等での発表、論文の執
筆、現地研究者との論集の編纂、対象言語の書誌の編纂を通じて発表された。

研究成果の概要（英文）：This research was conducted to solve the problems of the genetic 
relationships among the non-Filipino Languages spoken in Sulawesi Island, Indonesia. The boundary 
line between the Filipino and the non-Filipino Languages was set between the language groups of 
Gorontalo-Mongondow and Tomini-Tolitoli. Since the SIL standard was changed after this research 
started, we extended the study period for one year, and reviewed the distinctive criteria of 
Filipino Languages and non-Filipino Languages for all the language groups in Sulawesi Island. The 
research results were published by the grant recipient in presentations at international 
conferences, submissions of paper, editing a collection of papers with researchers from Indonesia, 
and compiling a bibliography of the related literature.

研究分野：言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでスラウェシ島の言語については、個別言語研究か一語群についてのものであった。しかし本研究はス
ラウェシに存在する非フィリピン系の語群の系統関係を明らかにするのみならず、スラウェシに存在する10語群
中フィリピン系とされることがあったサンギル語群、ミナハサ語群、ゴロンタロ・モンゴンドウ語群についても
研究を行った。そして、現地研究者との論集の編纂、インドネシアで行われた国際学会を通して現地研究者に成
果の還元を行うことができた。また編纂した書誌により最新のインドネシアにおける研究成果を他の研究者と共
有することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 インドネシア共和国のスラウェシ島とその周辺の島（以後スラウェシ）には、オーストロネシ
ア語族、マラヨ・ポリネシア語派に属する 10 語群の言語、マレー語の変種、移住者の言語が国
語であるインドネシア語とともに使われている。SIL の研究では 100 以上の地域語が存在すると
されている。 
この島の言語学上の重要性は、北部地域にフィリピン系と非フィリピン系の境界線があるこ
とで、このことはインドネシアがオランダの植民地であった頃から、N. Adriani、S.J. Esser 等

のオランダ人研究者が言及していた。
その後もスラウェシ島北部に境界線が
あるとすることに変わりはないが、境
界線をどこに引くかについては研究者
によって相違があった。 
 世界の言語を語彙統計学を用いて分
類している SIL は、2009 年以来スラウ
ェシの言語を 10語群に分け、北部の３
語群フィリピン系の他の７語群を非フ
ィリピン系のとしてきた。フィリピン
系の語群とされたのは、サンギル語群、
ミナハサ語群、ゴロンタロ・モンゴン
ドウ語群である。  
研究代表者はこれまでに主に南スラ
ウェシ語群、カイリ・パモナ語群、ブ
ンク・トラキ語群、ムナ・ブトン語群、
ウォトゥ・ウォリオ語群を研究してき
たが、本研究でこれまで研究してきた
語群にトミニ・トリトリ語群、サルア
ン・バンガイ語群を加え、非フィリピ
ン系の語群を重点的に研究を行うこと
とした。 

本研究で用いる非フィリピン系の言語資料を収集するために南スラウェシ（西スラウェシも
管轄）、中スラウェシ、東南スラウェシの言語研究所および現地大学の研究協力者と連絡を取っ
た。また、非フィリピン系とフィリピン系の弁別基準を確定するために、ゴロンタロ・モンゴン
ドウ語群が分布するゴロンタロ州の言語研究所も訪問する計画を立てた。以上のような現地研
究機関との協力体制を構築することが本研究の第一歩となった。 
なお、本研究開始後の 2017 年から SIL がフィリピン系と非フィリピン系について新たな見解
を出したため、研究計画を１年延長し、３年目を再検討に充て、４年目に北スラウェシ州の言語
研究所を訪れ資料収集を行い、フィリピン系と非フィリピン系についても研究を行った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は非フィリピン系の７語群の共通祖語から現在の７語群までの分化の過程を解
明するものである。語彙統計学のような数理的に系統関係を決めてしまう方法であれば、基礎語
彙を 100～200 個ほど集めれば大まかな結果を出すことはできる。しかし正確な系統を決定する
には、音韻体系の把握、より多くの語彙の収集、そして比較言語学の最重要項目である音韻対応
の確立を行わなくてはならない。 
本研究においては新たなより多くの研究資料の収集し、比較言語学の手法に基づき系統関係
を明らかにすることにあるが、いくつかの副次的な成果を得ることも目的としている。主なもの
は、現地研究者との論集を出版することにより現地研究者の研究意欲向上が期待できること。ま
た、ジャカルタおよびスラウェシの各研究所を訪問しスラウェシの地域語研究の最新の書誌を
編纂することも目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は新規に入手した資料を加え、非フィリピン系の語群の系統を解明することにある。そ
のために計画的に資料収集、成果発表を行わなければならない。そのために以下のような資料収
集、研究を行った。 
 
第１年度 ジャカルタ、マカッサル、ゴロンタロ 
第２年度 ジャカルタ、マカッサル、パル、ルウック 
第３年度 日本にてこれまでの研究の総括と今後の研究の計画を立てる。 
第４年度 ジャカルタ、マカッサル、クンダリ、マナド（北スラウェシ州州都） 
 
 第１年度はジャカルタとスラウェシの地域語研究の拠点マカッサル、フィリピン系と非フィ
リピン系の弁別基準を確定するためにゴロンタロで資料収集を行う。 
 第２年度 ジャカルタ、マカッサル、パル、ルウックで資料収集を行う。本年度は特に中スラ



ウェシ州の言語資料収集を行った。 
第３年度はこれまでの研究を総括し、１年延長した最終年度の研究計画を立てる。 
第４年度はジャカルタとスラウェシの地域語研究の拠点マカッサル、さらにサンギル語群と
ミナハサ語群の資料収集を行う。本年度は特に東南スラウェシ州と北スラウェシ州の言語資料
収集を行った。 
 以上の訪問した各地域で収集した資料を基に日本、およびインドネシアで研究成果を発表し
た。 
 
４．研究成果 
 研究成果は以下のようにまとめることができる 
第１年度は本科研とも関連するサルアン・バンガイ語群についての論文が学会誌に掲載され
る。また、ゴロンタロ・モンゴンドウ語群について学会発表を行う。（論文１本、国内学会発表
１回） 
 
第２年度は昨年学会発表したゴロンタロ・モンゴンドウ語群について論文を発表する収集資
料に基づき、同語群の音韻体系を以下のようにまとめることができた。 
 

 
上記論文以外に南スラウェシの地域語教育に基づいてスラウェシの地域語の将来について発
表を行った。（論文１本、国内学会発表１回） 
第３年度は昨年度に発表を行った地域語教育に関する論文の執筆、９月にはマカッカルで行
われた国際地域語学会で発表、３月には音韻対応に基づくフィリピン系と非フィリピン系の弁
別基準についての学会発表を行った。 
主に夏期休業中を中心に、SIL の発表したフィリピン系と非フィリピン系についての新たな見
解に対して、日本にて今後の研究の計画を立てた。（論文１本、国際学会発表１回、国内学会発
表１回） 
第４年度は昨年立てた計画に基づき夏期休業中に北スラウェシ州の言語研究所を訪問し、サ
ンギル語群、ミナハサ語群についての資料収集を行う。その後クンダリを訪れ資料収集を行い、
また東南スラウェシの地域語に関する国際学会で発表を行った。 
上記以外に現地研究者との２巻本の論集、全スラウェシのインドネシアにおける言語研究の
書誌を出版した。前年度発表した音韻対応に基づくフィリピン系と非フィリピン系の弁別基準
についての論文も学術雑誌に掲載される。さらに現在論文を執筆中である。（編著書２点、論文
１本、国際学会１回） 
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